
令和５年度文部科学省委託事業 体験活動等を通した青少年自立支援プロジェクト
「ひょうごっ子野外活動大作戦推進事業」（兵庫県）

背景
・
課題

低年齢の子どもにも、インターネット等の利用が急速に進む
中、子どもの外遊び等野外活動の機会が減少することにより、
健康面・精神面への影響が危惧されることから、兵庫県におい
て従来から重点的に支援してきた、子どもの野外活動の一層の
推進を図る。

＜実施にかかる体制＞
・ひょうごっ子野外活動推進委員会（委員５名）

委員：兵庫県県民生活部次長（委員長）
兵庫県経営者協会専務理事
（一社）ガールスカウト兵庫県連盟連盟長
（一財）野外活動協会事務局長
（公財）兵庫県青少年本部業務執行理事

・委託事業者：特定非営利活動法人生涯学習サポート兵庫
・連携団体：子どもの冒険ひろば運営団体

「ひょうご子ども・若者応援団」協力企業等
・事務局：兵庫県県民生活部男女青少年課

＜「子どもの外遊びサポーター制度」（仮称）の構築＞
【特色】
○「地域全体で子どもを育てる意識」の醸成に向け、行政・企
業・地域団体の参画・協働により、外遊びを含む子どもの健
全育成を支援する体制を、県内各地域において構築

○企業からは寄附だけでなく、広報費や福利厚生費として経費
拠出できるような仕組みを検討

○企業の提供する資源と活動団体のマッチングを行う事業実施
者を公募し、県は事業実施者に対して運営支援を実施

試行・検証等のテーマ ①人的、物的な面を含めた持続可能な体制の在り方
②地域拠点を支える人材や財源の確保方策

事業内容

事業の
ねらい

成果

＜「子どもの外遊びサポーター制度」（仮称）創設の検討＞
令和６年度：制度スキームの詳細検討

モデル事業の実施（委託）
寄附募集・受付の仕組み検討

令和７年度：制度スキームの詳細検討（継続）
モデル事業の実施（委託：継続）

＜「子どもの外遊びサポーター制度」（仮称）の実施＞
令和７年度：令和８年度実施事業者の公募
令和８年度～：制度開始（適時、実施状況を検証）

今後の
展開

兵庫県において平成15年度から実施してきた、子ども
の外遊び推進を目的とする「子どもの冒険ひろば事業」
のあり方を検証し、これに代わる事業のスキームの構築
に向けた検討を行う。

＜テーマに基づいた試行、検証等の方法＞
・ひょうごっ子野外活動推進委員会の開催
・企業アンケート・ヒアリングの実施

＜活動の内容＞
○実施期間：令和５年12月～令和６年３月
○実施内容
・ひょうごっ子野外活動推進委員会の開催（２回）
・「子どもの冒険ひろば事業」運営者・参加者アンケート・ヒアリングの実施
【アンケート】運営者20団体、参加者（子ども）96名、保護者69名から回答
【ヒアリング】アンケート回答済み運営者５団体を対象に実施

・企業アンケート・ヒアリングの実施
【アンケート】関係企業23社から回答
【ヒアリング】アンケート回答済み企業５社を対象に実施


